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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は走査型トンネル顕微鏡（STM）及び走査型トンネル分光法（STS）により酸化物超伝導

物質の超伝導にかかわる電子状態を研究した結果を報告している。

　本論文は大要三つの部分からなっている。第一の部分はヨ本研究開始当時発表されたばかりの

STMを事酸素雰囲気にその特性が極めて敏感な酸化物超伝導物質の研究に便用できるようにヨ高真

空下および液体ヘリウム温度での使用に耐えるように雪如何に改良したかを述べている。第二の部

分は里これまで大きな単結晶が得られていなかった為にその定量的物性研究を進める事が困難で

あったYBa．Cu。○。について溶融急冷法を適用して雪直径50㎜程度厚さ数10㎜程度の少なくともC

軸方向には配向の揃った結晶を育成した事について述べている。更にこのようにして得られたYBa．

C皿。O。結晶については1Tの磁場中でも五04A／㎡を超える臨界電流密度が得られる事を示している。

この臨界電流密度は多結晶焼結体試料で従来得られていた値にくらべて103債以上に相当する。これ

はヨ結晶の育成が物性研究のみならず害酸化物超伝導の工学的応用にも極めて重である事を示して

いる。第三の部分はヨ第一により開発されたSTMを用いてう高真空中でBi．Sr．CaCu。○。の表面電子

状態密度を研究した結果及び低温でYBa．C双。○。の表面電子状態密度を研究した結果について述べ

ている。Bi．Sr．CaCu．O。結晶に対する研究では、表面光電子分光測定による研究結果と比較する事

により、この結晶が金属1非金属層の交代により成っている事を実験的に明示した。第二の部分で
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述べられた方法により育成されたYBa．Cu．O。結晶について雪STM及びSTSを有機的に適用する事

により表面電子状態の原子毎の変化を明確に示すことに成功した。

審　　査　　の　　要　　旨

B1．Sr．CaCu。○。単結晶壁開面のSTSによる表面電子状態の研究は世界最初のものであったばか

りでなく雪引き続き行われたYBa．Cu。○。結晶のSTM及びSTSを用いた研究は、電子密度の原子面

による相違を実証的に示したものでラSTMを用いた物性研究の新しい分野を開拓した。

　よってヨ著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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